
No. 11A1

10 -st1- 16
22 -2nd- 18
19 -3rd- 29
23 -4th- 6

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

10 - - - - - - - - - - - - - - -
5 - - - - - - - - - - - - - - -
6 - - - - - - - - - - - - - - -
8 * 12 3 5 1 4 1 1 4 1 3 4 0 8 0 0
9 15 3 3 2 5 2 2 2 0 3 3 0 4 0 0

11 2 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
12 * 8 0 0 4 7 0 0 1 3 1 4 0 0 0 0
13 - - - - - - - - - - - - - - -
14 * 4 0 2 1 2 2 2 1 1 0 1 0 0 0 0

15 - - - - - - - - - - - - - - -
17 * 11 1 5 3 15 2 6 0 3 6 9 0 5 0 0
18 - - - - - - - - - - - - - - -
23 - - - - - - - - - - - - - - -
51 * 22 0 0 8 18 6 6 2 0 3 3 0 2 0 0
52 - - - - - - - - - - - - - - -

                
                
                
                
                

0   0    
合　　計 74 7 15 20 53 13 17 11 8 16 24 0 19 0 0 0:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

86 * 5 1 1 1 1 0 0 3 1 3 4 0 2 0 0
1 * 6 0 1 3 5 0 0 2 0 0 0 0 3 0 0
2 * 6 0 2 3 6 0 0 3 2 0 2 0 2 0 0
3 13 3 8 2 5 0 0 0 2 2 4 0 2 0 0
6 9 3 5 0 4 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0
9 - - - - - - - - - - - - - - -

10 - - - - - - - - - - - - - - -
11 2 0 0 1 2 0 0 1 0 2 2 0 2 0 0
12 * 0 0 4 0 2 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
14 8 2 3 1 2 0 0 1 1 0 1 0 2 0 0
15 - - - - - - - - - - - - - - -
16 2 0 0 0 2 2 2 1 3 1 4 0 0 0 0
23 * 18 0 0 8 15 2 2 0 2 2 4 0 2 0 0
34 - - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - - -
                
                
                
                
                

 0 2 2    
合　　計 69 9 24 19 44 4 4 13 11 13 24 0 18 0 0 0:00

FG: F: TO: MIN:

成功 3P: OR: AS: S: スターター

試投 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:％:

○試合のまとめ
両チーム１敗で迎えた１次リーグ最終戦。例年、僅差で勝敗が決する実力のあるチーム通しの熱戦は、第四ピリ
オドの途中まで＃3渡邊の３Pシュートを中心にバランスのとれたオフェンスを見せ富士大学がリードしていたが、
最後まで冷静さを保ち続けた東北学院大学が学院の逆転で勝利した。富士大学は２チームを使い分け高さのあ
る東北学院大学へ対抗したが、一歩及ばず。結果、東北学院大学　４勝１敗（２位通過）　　富士大学　３勝２敗
（３位通過）　で二次リーグを迎える。

○第一ピリオド
ジャンプボールは東北学院大学が制し、#５１岩田が先制点を決める。このまま東北学院大学が流れを掴むよう
に思ったが、富士大学の堅い守りに思うように点が取れない。富士大学が途中オールコートマンツーに切り替え
何度かチャンスを得る。しかし、なかなか点数につなげられずに１６－１０で富士大学が６点リードで第一ピリオド
終了。
○第二ピリオド
序盤に連続で得点し勢いに乗る富士大に対して思うように攻めきれない東北学院大学であったが、５分を過ぎた
ころに＃１７佐々が積極的に中へ切り込み流れをつかみ始める。途中１０点差あったものの、２点差まで縮め
る。富士大学も遅れをとらず、一進一退の攻防が続き、３４－３２の富士大学が２点リードで前半を終える。
○第三ピリオド
富士大は＃３渡邊＃６釜澤、＃１４高橋の３Ｐシュートが決まり、波に乗り始める。東北学院大学も高さを生かし
た攻めを展開するも、富士大学の勢いは止まらない。＃１１伊藤、＃２３田村のジャンプシュートでも得点を重
ね、６３－５１で３Ｑを終える。
○第四ピリオド
インサイド・アウトサイドともに積極的なオフェンスを続けていた富士大学に疲れが見え始める。
東北学院大学は＃12大須賀・＃51岩田のインサイドを中心に攻め始め、点差を詰め始める。
残り４分では怪我で昨シーズン出場していなかった＃９庄司の３Ｐシュートが決まり同点。残り２分半に＃１７
佐々が怪我でコートを離れてしまうものの、流れは変わらず。残り１分で＃５１岩田がファウルをもらい２本のフ
リースローを落ち着いて決め東北学院大学が２点のリードする。富士大学はタイムアウトきっかけに流れを止め
ようとするが、東北学院大学＃８山谷がブザーと同時に３Ｐシュートを決め６９－７４で試合終了した。

担当者：石橋 雪乃（仙台大学） 東北大学バスケットボール連盟
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釜澤　怜子
中花　厚子

MINST

鈴木　あや
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齋藤　亜紗美
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菊池　亜寿沙

 

工藤　万智
伊藤　杏奈

 

ポイント

田村　梓

 

PST:

NO. S

(一部　３位)

第12回東北大学バスケットボールリーグ
兼全日本大学バスケットボール選手権大会 東北地区予選会
仙台大学　第５体育館

1次リーグ

13:30

主審：

副審：

 

コミッショナー： 杉浦　弘一

北沢　あや子

斎藤　晃次
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